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■研究テーマ 

① テーマ：進化計算アルゴリズムの開発と応用 

概要：進化計算とは生物の進化や振る舞いに着想を得た計算方法であり，システムの設計や制御，

モデリングなどの場で現れる一般的な問題の解法として用いることができます．本研究課題では，

進化計算アルゴリズムとして遺伝的アルゴリズム，Differential evolution，Particle swarm 

optimizationなどを対象とし，解探索メカニズムの解析やそれに基づく改良・応用範囲の拡張な

どを目的としています． 

 

② テーマ：Differential evolutionにおけるパラメータの検討 

概要：進化計算アルゴリズムでは進化のメカニズムに基づいて新たな解候補を生成していきます．

効率良く問題を解くためには，進化を制御するパラメータを問題の特性に応じた適した値に設定

する必要があります．本研究課題では Differential evolutionが幅広い問題に対応できるように，

制御パラメータの設計指針の提案や自動調整方法の開発を行っています． 

 

 

■研究テーマの応用例 

・勤務表作成問題 

 ナーススケジューリング問題はスケジューリング問題の一つであり，病院に勤務する看護師の

勤務表を様々な制約の下で作成する問題です．勤務表作成は多くの制約条件や看護師からの要望

を考慮して作成するため，手作業による作成は困難であり作成者にとって大きな負担となります．

本研究課題ではDifferential evolutionを用いて勤務表の自動作成システムの構築を行っていま

す．ナーススケジューリング問題は複数の目的関数を持つ多目的最適化問題として定式化され，

Differential evolutionのアルゴリズムを拡張し適用することで，複数の制約を同時に満たす満

足度の高い解の探索を行うことができます． 

 

・対話型進化計算によるファッションコーディネート支援システム 

対話型進化計算は，人間とコンピュータが対話しながら，人の趣味・趣向に合ったものを生成す

る手法です．本研究では，服装のカラーコーディネートにおいてユーザーの好みの配色の組合せ

を出力するシステムの構築を行っています．対話型進化計算では，一般に利用者の疲労の蓄積が

問題となるため，より短い時間で満足度の高い解を得るためにアルゴリズムやインタフェースの

改良を行っています． 
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